
 1 / 2 

 

 

提言素案からの主な変更点について 

 

 

 第 18 回科学技術情報整備審議会で御審議いただいた「第六期国立国会図書館科学技術

情報整備基本計画策定に向けての提言（素案）―私たちの社会と未来をつくる知識基盤を

目指して―」への御意見や部会での議論等を踏まえて、提言素案から変更した主な点は以

下のとおりである。 

 

〇Ⅲ 本提言の背景 

 部会での議論を踏まえ、図書館に求められることとなった、研究成果の根拠となるデ

ータの保管、管理の制度構築など、学術研究のプロセス全体を支援するという新たな

役割について具体的に記述した。（提言案 4ページ） 

 部会での議論を踏まえ、国立国会図書館（以下「NDL」という。）の取組が責任ある市

民として社会的課題に向き合う「基盤」ではなく「足掛かり」となるよう修正した。

（提言案 5ページ） 

 

○Ⅳ１ 全体の方向性関係 

 時代の流れは極めて速く、長期計画の陳腐化を引き起こすため、常に変化に対して柔

軟に対応できる方針を作るという観点も必要、との御意見を踏まえ、Ⅳ１の最終段落

に、情報技術の進展や情報環境の変化を踏まえて柔軟に計画を見直していくことの重

要性を追記した。（提言案 5ページ） 

 

○Ⅳ２ 個別の取組の方向性関係 

 オープンサイエンス・オープンアクセスの流れの中で、日本国内で行われた研究の成

果が海外のサブジェクトリポジトリに置かれるなど日本国内にとどまらない状況にあ

る。海外の政治的な状況等に鑑みるとその情報基盤の不安定さが懸念されるため、NDL

の収集範囲を今一度検討すべき、との御意見を踏まえ、Ⅳ２(1)（資料の収集・保存）

の最終段落に、海外プラットフォームで公開される我が国で行われた研究成果への取

組を明記した。（提言案 6ページ） 

 

 部会での議論を踏まえ、未収資料のデータ収集対象となる資料群について、明治期か

ら戦前期まで」を「明治期から納本制度定着まで」に修正した。（提言案 6ページ） 

 

 人々が自ら情報源を確認することが今まで以上に重要になっており、NDLの知識基盤

は正にそれを可能にするものであるため、研究者等に限らず、情報探索の初心者向け

の入り口を増やすことを更に検討してもよい、との御意見を踏まえ、Ⅳ２(2)（コミュ

ニティへのアプローチ）の第 2 段落の学習支援者へのアプローチに明記するとともに、

構成を見直した。（提言案 8ページ） 

 

 部会での議論を踏まえ、外部研究者との協働研究の成果について、「NDL のサービス
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や業務の改善に資するにとどまらず、学界、社会に広く還元」するものと明記した。

（提言案 9ページ） 

 

 オープンサイエンスが進展し、査読を経ないプレプリントの公開が一般化したり、学

術論文ではない一般誌が OpenAlex 等のデータベースに収録されたりするなど、学術

的な情報の範囲が曖昧となる中、収集した資料をどのようにカテゴライズし、検索・

分析できるようにするかも課題である、との御意見を踏まえ、Ⅳ２(3)（関係機関との

連携）の第 2 段落に、機関や国境を越えて広く流通していくメタデータの在り方の継

続的な見直しを課題として追記した。（提言案 9 ページ） 

 

 NDLがシステム開発やその運用・連携に係る実務を担っているジャパンサーチについ

て、我が国にとって重要かつ大きな取組なのでしっかり書いてほしい、との御意見を

踏まえ、Ⅳ２(3)（関係機関との連携）に第 3 段落として、ジャパンサーチについても

多様な機関との連携に引き続き取り組むことを明記した。（提言案 9ページ） 

 

 研究者も初学者もお互いに参照し合いながら学ぶことができる場は地域に形成される

ため、もう少し地域の重要性への言及が欲しい。また、地域資料の利活用への NDL の

関わりについても加えてほしい、との御意見を踏まえ、Ⅳ２(3)（図書館との連携）に、

地域に独自のコミュニティが形成されて固有の情報や資料が蓄積されることを明記し

た（提言案 9ページ）。また、Ⅳ２(2)（コミュニティへのアプローチ）の第 2 段落の「学

校図書館」を「各地域の学校図書館」（提言案 8 ページ）に、Ⅳ２(3)（図書館との連携）

の「公共図書館」を「各地域の公共図書館」（提言案 9ページ）に修正した。 

 

 なお、上記の他にも、提言素案記載の趣旨を損なわない範囲で適宜の修正を施している。 

 また、「概要」についても、審議会での御意見及び部会での議論を踏まえて修正している。 


